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本 研 究 で は 、 黒曜 石 を 浸 漬 した水(黒 曜 石 水 と略 記)が 生 理 活 性 作 用 が あ る

こ と に 注 目 した。 各 産 地 の 黒 曜 石 の構 造 、成 分 、 特性 にっ い て 分析 した。 黒 曜

石 水 の 生 理 活 性 効 果 に関 す る各 種 測 定 を行 った。 試 料 と して 用 い た 黒曜 石 は 、

長 野 県 和 田峠 産 出①105鉱 区5区1段 産 、 比 較 試 料 と して 同 鉱 区 ②5区2段

産 、 ③6区1段 産 、 ④113鉱 区 産 、 ⑤ 北 海 道 奥 尻 産 、 ⑥ イ ン ドネ シア 産 の6

種 で あ っ た 。 黒 曜 石 水 の 調 製 に 、 ミ リポ ア株 式会 社 製MILLI-QSPSYSTEMで

精 製 し た 超 純 水 を使 用 した 。黒 曜 石 分析 は 、粉 末X線 回 折 に よ る結 晶 構 造 解 析 、

蛍 光X線 法 に よ る 全 元 素 分 析 、 磁 場 、 電 場 、 マイ ク ロ波 の測 定 を行 っ た。 そ の

結 果 、 結 晶構 造 にっ い て は 、天 然 ガ ラス質 で あ るた め 、 ほ ぼ 非 結 晶構 造 で あ る

が 、 わ ず か に結 晶 ピー ク が検 出 され た。 全 元 素 分析 に っ い て は 各 産 地 に つ い て

共 通 してRb、Fe、Mn、Si、Ca、A1、K、Cl、Naを 検 出 し た 。105鉱 区 以 外

に お い てSrが 、⑤ の み にMgが 検 出 され た。黒 曜 石 水 の 分 析 、評 価 にっ い て は、

ICP発 光 分 光 分 析 法 に よ るCa定 量 分 析(検 量 線 法)、 原 子 吸 光 法 に よ るNa

定 量 分 析(検 量 線 法)を 行 っ た 。そ の 結 果 、溶 出 はICPで は 共 通 してCa、Mg、Si

が 検 出 され 、 ⑥ に つ い て は 微 量 のCdが 検 出 され た。Naの み は 原 子 吸 光 法 に よ

り確 認 した 。Ca、Na共 に 溶 出 分 の 定 量 で は 、 ③ 、 ④ に っ い て は 浸 潰4～5時

間 後 に か け て 顕 著 な 増 加 が 見 られ たが 、 そ の 他 に 関 して は 浸漬1～5時 間 後 の

間 にCaで は0.012ppm前 後 、Naで は0.02ppm前 後 の 濃 度 変 化 が 見 られ た 。 黒 曜

石 水 の生 理 活 性 効 果 を測 定 す るた め、"O-NMRに よ る 半 値 幅 の 測 定 、 ミ

ジ ン コ を 用 い た 生 理 活 性 効 果 の簡 易 評価 を行 った。 そ の 結 果 、17d-AMR分

析(プ ロ トン デ カ ッ プ リン グ を行 わ なず に測 定 した場 合)か ら求 め た 半 値 幅 は 、

使 用 した 純 水 の 半値 幅 を89.3Hzと した と き 、 ① は 、 時 間 経 過 に よ る半値 幅 変化

が 他試 料 と異 な り、2時 間 ご と に 半 値 幅 の 減 少 が 見 られ た。 さ らに他 試 料 につ

い て も同様 に減 少 した の で 、水 素 結合 が黒 曜 石 水 の構 造 変化 に影 響 してい る こ

とが示 され た。 これ らよ り、 黒曜 石 の産 地 にお け る構 成 元 素 とそ の含 有 程 度 、

構 造 、 黒曜 石 水 の 各 産 地 の成 分 とそ の含 有 程 度 が わか り、 これ ま で非 溶 出型 と

い われ て い た通 説 が 否 定 され 、 黒曜 石 水 の水 分子 の構 造 変 化 につ いて 知 見 が得

られ た。
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